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加工品／土木・環境資材 2025.5／ No.88
当社の製品群は「安心・安全」「防災・減災・復旧」「環境・エコ」をコンセプトに開発を推進しています。

CIVIL ENGINEERING & OUTDOOR MATERIALS SUPPORT

土木資材ニュース

歪みや洗掘が発生した路盤に対する従来の林道補修といえば、路盤表土
のすき取りや砂利の充填・転圧による補修が一般的でした。
しかし、補修後またすぐに同じような現象が再発してしまう現場も多々
あり、特に伐採された木材の運搬が盛んに行われるような林道では補修
後間もなく路盤に歪みが生じ、再補修を繰り返すなどの事例も路盤補強
工のPR活動の中ではよく耳にするところです。
今回ご紹介させて頂く現場は、施工延長の150ｍほぼ全てが勾配のある
林道となっておりました。過去に何度も補修を行っているにもかかわら
ず『一向に改善が進まない』という事情から、グランドセル砕石舗装工
法の試験採用が決定いたしました。
施工前の状況確認と打ち合わせのために現場視察をさせて頂きました
が、前日が悪天候であったことも重なったせいか、事前にお聞きしてい
たお話から想像していた状況をはるかに上回る悪状況にかなり衝撃を受
けました。（着工前写真と現場視察時写真の違いはそのためです。）路面
を流れる雨水により深く細い洗掘が発生し、車両の走行が困難、または
走行不能に陥るという現場です。
勾配があるため、多少の路面洗掘は否めないとしつつも、大規模な補修
が必要となる洗掘が起きなければ、維持管理にかかるランニングコスト
を抑えられるとの考えからグランドセル砕石舗装工法をご採用頂いたと
いう流れです。
施工については、グランドセルをセルジョイント®で連結する際に、腰
をかがめて作業するため少し負担を感じるというお話がありました。
グランドセルの展開については、セルアンカー®による端部固定と、コ
の字形に加工した鉄筋にて展開・固定を行う両方を試していただき、ア
ンカーが刺さらない場所などもあったことから総合的にコの字筋を使用
した施工のほうが効率が良かったとの感想を頂きました。
施工期間が9月中旬～11月下旬であり、冬季間は林道の通行は不可と
なることから施工後の現場の状況確認はまだ行えておりませんが今後、
経年調査を行い効果の確認を進めていく予定です。

林道維持における
グランドセル®砕石舗装工法の試験採用
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グランドセル施工状況 完成

■ 施工概要
施　　主：北海道渡島総合振興局
　　　　　西部森林室
工 事 名：桂岡林道維持工事
施工会社：㈱ 函館ホームエンジニアリング
施工規模：H150（＋砂利余盛50㎜）
　　　　　W=3.0ｍ、Ｌ=150ｍ
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プラスチック製地下貯留浸透施設は、雨水の流出抑制、雨水利用、および水
循環再生に寄与する手法として、戸建住宅を対象とした小規模なものから開
発行為を対象とした大規模なものまであります。近年では、「流域治水」、「グ
リーンインフラ」、「SDGs」等の動きもみられるようになり、プラスチック
製地下浸透槽は、その一翼を担う施設としてさらなる普及が望まれています。
その一方で、施設を設置する地盤が軟弱な場合、大規模な砕石置換やセメン
ト安定処理などを行い、地盤を整備していましたが、「グランドセルマット
レス工法」により、対策範囲を小さくし、建設残土の抑制、誰でも簡単に施
工ができる、環境を配慮した地盤対策を提案しました。いくつもの審査をク
リアし、ようやく2021年7月に公益社団法人雨水貯留浸透技術協会の製品
認定を頂きました。そこから施工実績を重ね、【令和6年度改定版】プラスチッ
ク製地下貯留浸透施設　技術指針（案）公益社団法人　雨水貯留浸透技術協
会　基礎の設計項目で、基礎形式の選定案の一つとして、「グランドセルマッ
トレス工法」が掲載されました。これにより、軟弱地盤への基礎地盤対策と
して、提案できる場面が多くなります。また、気候変動が激しい昨今において、
プラスチック製地下貯留浸透施設の需要が高まる中で、当社も「グランドセ
ルマットレス工法」で、少しでも協力できるように、防災・減災対策に努め
て行きたいと思います。

グランドセル®マットレス工法がプラスチック製
地下貯留浸透施設技術指針（案）に掲載
NETIS登録番号：CG-160016-VR
加工品営業本部　土木技術開発部

「グランドセル」雨水貯留浸透製品評価認定書

プラスチック製地下貯留浸透施設施工状況グランドセルマットレス工法施工状況

大阪・関西万博ハンガリーパビリオンにて
テラセル®を植栽表土保全に使用

【施工箇所】 ●畔エリア　勾配：約11 度～ 34.5 度
 ●植栽植物　チカラシバ、ワレモコウ、タニカ、サワギキョウ、
　　　　　　　　　　　　ヨメナ、カセンソウ
 ●使用材料　テラセルT-100MP
 ●施工面積　約170 ㎡

ハンガリーパビリオンの外構には、緑豊かな斜面緑
化が採用されており、豪雨時における表土流亡・浸
食防止対策として多数の現場でのり面緑化工法とし
て実績のある「テラセル工法」が採用となりました。

グランドセルマットレス工法

プラスチック製
地下貯留浸透施設
技術指針（案）

23、24ページに掲載

※大阪・関西万博は公益社団法人2025年日本国際博覧会協会の登録商標です。


